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葉面対流センサ製品試作
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ハウス作物群落内の微気流の変動を、敏感かつ定量的に評価可能な葉
面対流センサの製品化に向けて、電子回路基板で構成したプロトタイ
プにおいて葉面境界層コンダクタンスｇaが測定可能なことを確認した。

葉面境界層コンダクタンスをハウス内の作物群落近傍で容易に測定可
能になることで、ハウス内微気流の時空間分布の最適化や精度の高い
光合成速度・蒸散速度・葉温の見える化が可能となり、営農支援情報
の高度化が促進される。

二次試作基板を使用したハウス内環境での評価を実施し葉面境界層コ
ンダクタンスが多地点で観測できることを確認した。評価によって明
らかになった以下2点の改良を実施し精度向上を図る。
①模擬葉部分と温度変換回路の分離 ②模擬葉表面射出率εの低減

〒783-8502 高知県南国市物部乙200番
国立大学法人 高知大学 ＩｏＰ共創センター

ＩｏＰイノベーション推進課
TEL：088-864-5173 E-mail：kp03@kochi-u.ac.jp

ニ次試作基板 ga 測定結果

原理試作に
関する
論文の抜粋


